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１．工程表作成システム

ǒ バーチャートで、操作しやすい工程表作成、修正
システム。

ǒ 画面に表示された作業ユニットをクリックするこ
とにより、所要日数の変更、開始日の移動など
を簡単に行うことができる。

ǒ 施工管理・チェックが必要な作業ユニットの表示
や、品質管理チェックの日程なども工程表にイベ
ントとして表示される。

ǒ 工事開始後の進捗に合わせた工程表の変更も
容易である。



１．１作業ユニット

ǒ 作業する工事業者が異なる人の切れ目。
ǒ 作業の時間的切れ目。
ǒ 品質管理の切れ目。
ǒ 原価管理の切れ目。
ǒ 養生期間なども作業ユニットにする。



ǒ 作業ユニットの所要日数は、延床面積、設備数
量などをパラメーターとして、標準日数から自動
的に設定される。

ǒ 作成された工程表の作業ユニットを選択し、所
要日数を変更することができる。

ǒ 所要日数を増やすと、後続作業ユニットの開始
日は、自動的に移動される。

１．２所要日数



ǒ 作成された工程表をできるだけ変更しないように
するために、あらかじめ工事の遅れをリカバーす
るための余裕日を設けておくようにする。

ǒ 天候などで遅延の可能性の高い作業には、あら
かじめ余裕日を設けておくと、工程表作成の際
に自動的に余裕日がその作業の後に設定され
る。

ǒ 工事開始後の進捗に合わせての工程表の修正
の際には、余裕日は自動的に消化吸収される。

１．２余裕日設定



１．３作業開始・終了条件

ǒ 開始前終了作業
ǒ ある作業ユニットを開始する前に必ず終わって

いなければならない作業ユニット

開始前終了作業

作業ユニット

例えば、屋根下地工事が終了していないと、屋根葺き工
事は開始できない。



ǒ 終了前終了作業
ǒ ある作業ユニットの終了日が、その作業の終了

日前でなければならない作業ユニット。

終了前終了作業

作業ユニット

例えば、浄化槽設置工事は、屋外排水管工事の終了前
に終了していなければならない。



ǒ 条件解除
ǒ 設定されている「作業開始・終了条件」を工程表

上の作業を選択し、解除することができる。
ǒ 解除されると、それ以降、工程表の修正を行う

際に反映される。
ǒ たとえば浄化槽設置は、外部足場撤去が開始

前終了作業となっているが、現場によっては外
部足場とは関係ない場所に設置される。

ǒ こうした場合は、外部足場撤去は開始前終了作
業とならない。



１．４休日設定

ǒ 工程表の休日は自動設定され、工事も休日には
中断される。

ǒ 工程表上の休日をクリックし選択すると、その休
日を稼働日に変更することができる。

ǒ 工事の進捗で遅延が発生した場合、休日は遅
れを取り戻す良い機会でもある。



１．５工程表の作成・修正

ǒ 作業所要日数、作業開始・終了条件、余裕日、
休日などから、工程表が自動作成される。

ǒ 個々の作業所要日数、作業開始・終了条件、余
裕日、休日などを変更することで、工程表が自
動的に修正される。



１．６Ｅｘｃｅｌでの出力

ǒ 作成された工程表は、関係者に電子メールなど
で送付できるようＥｘｃｅｌのファイルとして出力す
ることができる。

ǒ 作成されるＥｘｃｅｌファイルは、閲覧者が修正でき
ないよう、パスワードでの保護がなされている。



１．７現場管理日程表

ǒ 現場監督が受け持つ複数の現場の工程表を統
合して、現場監督が施工チェックに行かなけれ
ばならない作業ユニットが、どこの現場で行われ
ているか表示させた現場管理日程表が作成で
きる。



１．８品質管理日程表

ǒ 工務店の進行中のすべての現場の工程表を統
合し、設計監理者による品質チェックの実施日
の日程表を作成する。

ǒ 品質管理日程表には、確認検査機関による中
間検査、完了検査の実施希望日も表示できる。



工程表作成

段取り指示

現場管理ポイント

写真撮影ポイント

進捗管理

段取り・手配

現場管理

写真記録

工事日報

写真
アルバム

計画 実行 記録・報告



開始前終了作業
の定義

標準作業日数

工程データ



工程データをもとに工程表
を自動作成



基礎工事の後ろに１日
の余裕日が付いた。

基礎工事に余裕日
を設定する。



週をクリックすると旧暦が
表示される。

建て方を大安にす
るために開始日を
土曜日に移動

建て方の前に２
日の余裕日が付
けられた。



建て方の所要日
数を３日に変更

建て方の所要日
数が３日に変更
された。



工程表に合わせて
段取工程表を表示



２．工事進捗管理システム

ǒ 工事の進捗を管理、記録するシステム。
ǒ 工事関係者が工事の進捗状況を共有すること

によって、工事をスムーズに進めることができ
る。

ǒ また記録された作業日数、作業工数などのデー
タを分析することによって、より実現可能な工程
表を作成したり、原価（実行予算）の検討を行う
ことができる。



２．１進捗状況の把握

ǒ 現場監督が、毎日現場に行き、工事の進捗状況
を確認するのは難しい。

ǒ そこで現場に入った工事業者が、作業終了時に
何らかの方法で進捗状況を記録し、連絡する必
要がある。

ǒ 携帯電話でＷｅｂに直接書き込んでもらうといっ
た方法も可能であるが、こうしたＩＴ化には馴染め
ない人もいて、その徹底は難しい。



ǒ 退場時に電話連絡
ǒ 現場からの退場時に、それぞれの作業者がそ

の日の作業内容、作業人員、作業時間を、現場
監督に電話連絡する。

ǒ しかし現場監督がいつも電話を受けられるとは
限らないので、誰が受けても簡単に記録できる
ような仕組みが必要である。



ǒ 現場で進捗状況シートに記入
ǒ 現場に日々の作業状況を記入するシートを置

き、作業者が退場時に記入する。
ǒ 現場監督が現場に行った際に、シートを回収す

る。
ǒ 現場には工務店で常庸の大工が、工事期間中

ほとんどいるので、大工が毎日回収し工務店に
届けるといった方法も可能である。



ǒ 携帯電話のE- mailで連絡
ǒ 現場に日々の作業状況を記入するシートを置

き、作業者が退場時に記入するとともに、記入シ
ートにあるコード番号をE- mail で送信する。

ǒ 業者コード：０２
ǒ 作業コード：２３
ǒ 開始時間：０８００
ǒ 終了時間：１７００
ǒ 人数：２



２．２進捗状況記入シート

ǒ これらの３つの進捗状況の把握方法のうち、ど
れがいいかは、工務店や現場によって異なって
くる。

ǒ どの方法をとるにしても、進捗状況記入を容易
にするシートが必要がある。

ǒ 「工事進捗管理システム」は、個々の現場に合
わせた「進捗状況記入シート」を作成することが
できる。

ǒ プリントされた「進捗状況記入シート」を現場や
工務店に置いておくことによって、進捗状況の把
握が容易になる。



２．３進捗状況入力

ǒ 「進捗状況記入シート」をもとに、容易な操作で
短時間に進捗状況を入力することができる。

ǒ 業者コード：
ǒ 作業コード：
ǒ 開始時間：
ǒ 終了時間：
ǒ 人数：２



２．４進捗情報の共有

ǒ 日々の進捗状況の入力結果は、工事関係者の
間で共有できるようにする。

ǒ 「工事進捗管理システム」では、進捗状況を記述
したメール本文が自動作成され、工事関係者や
施主に自動送信される。



２．５実績工程表

ǒ 入力された進捗状況データをもとに、実績工程
表を作成することができる。



２．６作業日数・工数集計

ǒ 入力された進捗実績データをもとに、個々の作
業ユニットの作業日数、作業工数を集計するこ
とができる。

ǒ 集計された作業日数を、床面積、仕上げ面積な
どから分析することによって、工程表作成におけ
る作業日数の予測に活用することができる。

ǒ また作業工数を、床面積、仕上げ面積などから
分析することによって、原価（実行予算）作成で
の歩掛りデータとして活用することができる。



現場からの電話
報告をもとに工事
実績を入力



工事に合わせて工事管理
事項候補が表示されるの
で、実施したことをクリック
する。



この日、現場に関し
て打ち合わせた事項
を入力する。

特記事項を自
由に記述す
る。



このメールは、「工事日報」で

自動送信しているものです。

嵯玲玖珠様邸の工事進捗状

況のお知らせです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

足場業者の下屋上足場掛け

作業が、完了しました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今後ともよろしくお願いいたし

ます。

現場担当者: 山田太郎

作業終了時に
電話で連絡

電話連絡をもと
に日報に入力

ネット経由で携帯メー
ルで現場状況を関係
者に自動連絡



工事実績入力をもとに、
実績工程表が自動的に
作成される。



工事実績入力をもとに、
工数集計が自動的に行
われる。



３．工事写真アルバム

ǒ デジタルカメラの解像度が高くなり、工事写真の
アルバムを作成すると、膨大な容量になってしま
う。

ǒ また大きさを調整し、工事写真アルバムとして貼
り付けるのも、結構大変な作業である。

ǒ 「工事写真アルバム」は、写真の大きさを自動調
整し貼り付け、かつ容量を大きさに合わせ自動
的に圧縮する。

ǒ 複数のカメラで撮影した写真を、日付順に整理
してくれる。



３．１撮影ボード作成

ǒ 撮影の際に、黒板に現場名、工事名、年月日な
どを記入し、写真と一緒に写すことによって、
個々の写真の説明ができる。

ǒ 黒板に代わる、Ａ４サイズの撮影ボードを自動的
に作成することによって、写真の説明だけでな
く、必要な撮影箇所の指示にも活用できる。



３．２写真貼り付け・整理

ǒ 写真を１枚ごと、あるいはファイル単位で、アル
バムの所定の位置に大きさを調整し、自動的に
貼り付けることができる。

ǒ 複数のカメラで撮影した写真も、撮影日時順に
自動的に並び変えられる。

ǒ 不要な写真を削除すると、自動的に詰めてゆく。
ǒ 写真には撮影日時が自動表示され、工事名な

どのコメントもマウスのクリックだけで簡単に加
えることができる。



３．３写真検索

ǒ 撮影日時、コメントなどをもとに、写真撮影日程
表が自動的に作成される。

ǒ また工事写真アルバムの巻末に、撮影日時や
工事別の索引が自動作成される。

ǒ パソコンなど電子媒体で見る際には、写真撮影
日程表の該当箇所をクリックすることによって、
関連した写真が自動的に表示される。

ǒ また印刷された工事写真アルバムを見る場合
は、巻末に付けられた索引から必要な写真を探
すことができる。



デジカメやフォル
ダーなどの写真を
選択する

自動的にサイズが調
整され貼り付けられ
る。

撮影時刻なども自動的に
記入される。



見出しを選ぶと該
当する説明候補
が表示される。



アルバムは１頁９
０枚、全部で５
頁、４５０枚。

撮影日、説明など
の一覧表示がさ
れる。

最後に貼り付けら
れた写真に移動。



一覧をクリックすると、写真
の一覧表が表示される。

いずれかを選びクリックする
と、その写真が貼り付けられ
た場所に移動する。



すべての写真の撮
影日を探索しもっと
も早い日のある週の
月曜日から始める。

見出し、該当
日を押すと関
連した写真が
表示される。



４．施工管理記録システム

ǒ 施工管理者として、施工中の作業および作業結
果をチェックし記録する。

ǒ 作業ユニットの中で、現場監督が必ず作業に立
ち合わなければならないものをあらかじめ決め
ておくようにする。

ǒ 工程表でも施工管理が必要な作業ユニットが表
示され、現場監督に現場へ出向くよう促す。

ǒ 施工管理が必要な作業ユニット毎に、チェックリ
ストを作成しておくようにする。



４．１チェックすべき作業ユニット

ǒ 現場監督が必ず現場に行き、作業をチェックし、
工事写真を撮るべき作業ユニット。

ǒ 地縄張り
ǒ 水盛り遣り方
ǒ 基礎配筋
ǒ 基礎コンクリート打設
ǒ 土台敷き込み
ǒ 軸組建方精度調整



ǒ 施工管理の回数
ǒ 住宅メーカーの場合、現場監督一人が受け持つ

現場は１５ヶ所程度と言われているが、工務店
の場合２～３ヶ所程度であろう。

ǒ これならばほぼ毎日、少なくとも２日に１回は現
場に行き、施工管理ができる。

ǒ しかし施工管理ではなく、手配や段取りに追わ
れ、施工チェックにまで手が回らない現場監督も
少なくない。



ǒ 現場監督による施工チェック
ǒ もちろん建て方精度検査は、建て方精度調整し

ながら大工が検査し、現場監督はそれをチェック
し、大工の精度調整の結果をいちいち現場監督
がチェックする必要はないかも知れない。

ǒ 必要な施工工程内検査は、基本的には作業者
自身が行うようにすべきであろう。

ǒ それでも現場監督がなすべき施工チェックはあ
るはずだ。

ǒ 現場監督の仕事が手配と段取りだけならば、現
場監督は現場に行く必要がない。



４．２チェックと入力方法

ǒ チェックシートの印刷
ǒ 作業ユニットごとのチェックシートをプリントし、こ

れを用いて現場でチェックする。
ǒ チェックシートの内容は、工務店ごとに追加・修

正ができる。



ǒ シートを用いて現場でチェック
ǒ チェック内容は、作業中のチェックと作業結果の

チェックに分かれる。
ǒ 不適正な作業、結果の不良箇所はチェックシー

トにマークするとともに、口頭で作業者に指示す
る。

ǒ 不適正な作業、結果の不良箇所については、合
わせて写真も撮るようにする。



ǒ チェック結果の入力
ǒ チェックシートでマークされた箇所を、クリックし

てチェック結果を入力する。
ǒ 写真を貼り付けることによって、チェックシートに

写真番号、さらに貼り付けられた写真に自動的
に不適正、不具合内容のコメントが付けられる。



４．３チェック結果の分析

ǒ 施工チェックの結果は、中間検査、完了検査の
際に、施工管理記録として提出することができ
る。

ǒ また多くの現場の施工チェック結果を分析するこ
とによって、どのような作業ユニットで不適正な
施工が起こりがちか、また施工結果が不良にな
りがちかを知ることができる。

ǒ さらに工事業者別にチェック結果を分析すること
によって、評価を行うことができる。



５．品質管理記録システム

ǒ 設計監理者として、工程の区切りごとの施工結
果を検査し記録する。

ǒ 検査結果は施主に渡すようにする。
ǒ 外部の評価機関に検査を依頼する場合も、詳細

な検査は期待できないので、工務店側の設計者
も品質チェックを行うようにする。



５．１品質チェック段階

ǒ 住宅性能表示の建設評価における４段階の現
場検査に基づいて行う。

ǒ 基礎配筋工事完了時検査
ǒ 構造躯体工事完了時検査
ǒ 内装下地張り直前検査
ǒ 竣工検査



５．１検査と入力方法

ǒ チェックシートの印刷
ǒ 検査段階ごとに検査のためのチェックシートをプ

リントし、これを用いて現場で検査する。
ǒ チェックシートの内容は、工務店ごとに追加・修

正ができる。



ǒ シートを用いて現場検査
ǒ チェックシートをもとに施工結果を検査する。
ǒ チェック項目で不具合をシートでマーキングする

とともに、現場の不具合箇所にポストイットを貼
り、現場監督に手直しを指示する。

ǒ 検査に合わせて写真を撮影すべき箇所はあら
かじめきめられており、合格、不合格にかかわら
ず写真を撮るようにする。



ǒ チェック結果の入力
ǒ チェックシートでマークされた箇所を、クリックし

て検査結果を入力する。
ǒ チェックシートの写真貼付欄をクリックして、写真

を貼り付けることによって、チェックシートに写真
番号、さらに貼り付けられた写真に自動的にそ
の内容のコメントが付けられる。



５．２検査結果の取り扱い

ǒ 品質チェックは、厳格に行わなければならない
が、あまり不合格の指摘が多いと、検査シートを
施主に渡した際に、不安を与えてします。

ǒ ほとんどの場合、不具合があっても手直し合格
となる。

ǒ 検査結果をどう施主に伝えるべきかは、極めて
難しい。



現場チェック
リストを印刷
する。

チェックリスト
は工務店毎
に変更可能。

写真撮影が
必要な箇所
も指示されて
いる。

現場で判定欄
にチェック結果
を記入する。



検査日はカレンダー
で入力する。

現場チェックの結
果を判定欄にクリ
ックで入力。



判定欄に●が
付けられた項
目は、文章で
指示事項に記
入される。

●が付けられ
たものは、判
定欄が△にな
るが、クリック
で変更可能。



写真番号をクリッ
クすると、写真貼
付モードに移行す
る。

選択された写
真は、自動的
にサイズが調
整される。

カメラ種類、
撮影時刻も
自動的に記
入される。



品質管理チェッ
クシートがＡ４
版でプリントで
きる。



６．中間・完了検査申請システム

ǒ 確認検査機関に提出する中間検査・完了検査申
請書を、煩わしい文字入力を可能な限り少なくして
作成できる。

ǒ とくに（第四面）の工事監理の状況で、
ǒ 確認を行った部位、材料の種類等
ǒ 照合内容
ǒ 照合を行った設計図書
ǒ 設計図書の内容について設計者に確認した事項
ǒ 照合方法
ǒ などに関して、あらかじめ登録された文字をクリッ

クするだけで記入できる。



建築主に関するデ
ータはキーボードか
ら文字入力。



建築士名は、
リストから選
択。

建築士を選ぶと関係
事項が自動的に記
入される。



工事監理の状況
は、選択候補リスト
から候補文を選
ぶ。

クリックし選択され
た事項が記入さ
れる。



工事監理の状
況は、クリック
だけで作成で
きる。



ǒ さらに「シックハウス対策工事監理報告書」も、
中間・完了検査申請書で入力されたデータをも
とに、作成できる。

ǒ また報告書に添付する材料受入状況、等級表
示確認、内装取付状況の写真も、自動的に大き
さが調整され貼り付けることができる。

ǒ 記入しなければならない写真説明も、あらかじ
め登録されている必要な文字をクリックするだけ
で作成される。



中間・完了検査の
記入データが転記
され、１面は自動作
成される。



確認項目をク
リックすると、
○が付けられ

る。



写真を貼付、写真
の種類、材料名、
等級などをリスト
から選択する。



写真と説明が付
けられた報告書
が作成される。


